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第1章　 緒 論

余は第1編 に於 て適量の赤色骨髄 を正常 犬

の大腿筋膜下に埋没す る時は赤血球の増加を

来たす と共に,血 清鉄 量の減少 と特 に脾臓に

於けるFerritin鉄 の減少傾向を 招来 す るこ

とを認め,之 は造血臓器に於け る鉄 の利用著

るし く,従 つて血清鉄量が先ず減少 し,之 を

補わんが為網内系の鉄動員が亢進 し,該 系統

に蔵せられていた貯 蔵鉄を血清中へ動員 す る

が,之 に よる鉄の補給が血球生成に利用 され

る鉄量に及ばない為血清鉄量の減少を来た し

た ものである.本 編に於ては動物に貧血を諸

種 の方法に よ り実験的に惹起せ しめると共に

適 量の骨髄 埋没を行 い,貧 血 の恢復が促進せ

られるや否やを見る と同時 に血清鉄量及び網

内系機能を測定 して,之 等の間の問 題を明 ら

かにせん と企てたのである.

第2章　 実験材料並に実験 方法

実験動物,埋 没骨髄材斜 及び埋没方法,血

液像,血 清鉄量測定法,網 内系機能検査法等

は第1編 に 於け る と同様 で あ るが,埋 没 骨髄

量 は総 て 至適 量 た る体 重Prokg. 0.5gと し,

又 レ線 照 射貧 血 の 実験 の み は便 宜上 家 兎 を使

用 した.而 して 実験 的 貧血 の惹起 に は 次 の6

種 類 を用 いた.即 ち

(1)　瀉血 貧血.早 朝 空腹 時0.3%塩 酸 モル

ヒネ体 重Prokg. 0.3cc皮 下 注射 に よ り麻酔

し,固 定 器 に 固 定 し,下 腿 静 脉 よ り体 重

Prokg. 20cc 1回 瀉 血 を行 い 貧血 を招 来せ しめ

た.骨 髄 埋 没群 は直 ちに 埋 没 を行 い,対 照 群

は瀉 血後 未処 置 の まま経 過 を観察 した.

(2)　 フェニ ール ヒ ドラチ ン貧血.1%塩 酸

フェニ ール ヒ ドラ チ ン 水 溶 液 を体 重Prokg.

 3cc宛 皮 下 に注 射 し,骨 髄 埋 没群 は注射 直後

に骨髄 を 埋没 し,対 照群 は注射 後 未 処 置 の ま

ま観 察 した.

(3)　ベ ンゾ ール貧 血.ベ ンゾ ー ル を 体 重

Prokg. 0.3cc宛14日 間 連 続 皮下 注射 し,赤 血

球 数130万 前後 の減 少 を招 来 せ る貧 血 を 惹起

せ しめ,骨 髄 埋没 群 と対照 群 に分 け た .

(4)　 レ線照 射 貧 血.照 射 条件 は管電 圧170

K. V. P.,管 電 流3mA,レ ン トゲ ン量1回100r
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とし,全 身に照射 した.尚 照射 は1日1回 な

るも家兎 の状態 を 観察 しつ つ1ケ 月間 に計

1800rを 照射 し,赤 血球数100万 以上の減少

を招来せ る貧血に陥 らしめ骨髄埋没群 と対照

群 とに分け た.

(5)　コラル ゴール貧血.ハ イデ ン製 コラル

ゴール1%生 理的 食塩水溶液 を濾過 し, 60℃

にて1時 間滅 菌し,体 重Prokg. 2ccを1日1

1回 連続7日 間静脉 内注射に よ り貧血を起 さ

しめた.而 して骨髄 埋没群 と対照群の2群 に

分けた.

(6)　鉤虫貧血.犬 鉤虫卵含有便 を28℃ で

瓦培養 し, 1週 間後 の栄養顆粒 に富む完熟仔

虫の存在する水を遠心沈澱 し, 0.1cc宛 載物

硝子に載せ乾燥後鏡下で仔虫数を数 え,同 様

の操作10回 の平均値 より0.1cc中 の仔 虫数を

求め,次 いで経皮感染の方法 として犬の背面

を剃毛 し,上 記の方法で得た仔虫500隻 を含

有す る仔虫水をガーゼに附 して犬の背面に絆

創膏で固定す.か くして感染せ しめた後2週

間以 上を経 て貧血の発現す るを待ちて,次 の

4群 に分けて実験 した.即 ち骨髄 埋没 のみの

群,骨 髄 埋没並 にテ トレン駆虫併用の群,駆

虫のみの群及び感染後未処置のままの対照群

である.

第3章　 実 験 成 績

第1節 瀉血貧血

骨髄埋没群(第1表,第1図)

第1表　 瀉 血 貧 血 犬 骨 髄 埋 没 例

赤血球数並に血球素量.瀉 血に より赤血球
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数 はNo. 16号 犬, No. 17号 犬共 に15%減 少 し,

血球素 量は 夫 々10%, 6%減 少 した が,埋 没

に よ り赤 血球 はNo. 16号 犬で14日, No. 17号

犬 では9日 後に 旧値 に 復 し,血 球 素量 はNo.

 16号 犬, No. 17号 犬共 に12日 で恢 復 した.

第1図　 瀉血貧血骨髄埋没例No. 17号 犬

白血球数並に其の種類.瀉 血直後は2例 共

減少 し,埋 没後 はNo. 16号 犬は軽度増加,

 No. 17号 犬は著明な増加を示 しだが, 2例 共

12月 で旧値に復 した.白 血球種類は白血球増

多時には好中球の比較的増加を示 し,又 好酸

球の軽度増加を認めた他,一 定の傾向を見な

かつた.

網赤血球. 2例 共瀉血後急増 し貧血の恢復

と共に減少 したが,貧 血恢復時には尚瀉血前

の値 よりも多かつた.

栓球数. 2例 共瀉血に より一時減少 し,埋

没後1週 間には急増 し, No. 17号 犬では瀉血

前 の値 以上 を 示 した.

血 清鉄 量. 2例 共瀉 血 に よ り減少 し, No. 16

号 犬 にて は192γ%よ り76γ%, No. 17号 犬

で は156γ%よ り126γ%と な つ た.埋 没 後 は

両例 共 更 に減 少 し,貧 血恢 復 後 もNo. 16号 犬

は46γ%, No. 17号 犬 は38γ%と 著 明 な減 少

を 示 した.

コ ンゴ ロー ト係 数.埋 没 後2例 共 軽度 減 少

し,貧 血恢 復 と共 に旧値 に もど り更 に上 昇 を

示 した.

対照 群(第2表,第2図)

赤 血 球数 並 に血 球 素量.瀉 血 に よ り赤 血 球

はNo. 14号 犬 で は21%, No. 15号 犬 で は12%

減少 し,血 球素 量 は 夫 々, 10%, 11%減 少

した.其 の後の自然恢復 を見 るに赤血球数は

No. 14号 犬は28日, No. 15号 犬は20日 で旧値

に復 し,血 球素量はNo. 14号 犬は28日, No.

 15号 犬は24日 であつた.

白血球数並に其の種類.瀉 血後No. 15号 犬

は一過性 白血球増多症を示 したが, No. 14号

犬は不変で あつた.其 の後白血球数 並に種類

に於て.一定 の傾向を見なかつた.

網赤血球.瀉 血後2例 共急激 に増加 し,貧

血恢復 と共に旧値 に復 した.

栓球数. 2例 共瀉血後一時減少 したが,急

激に増加 しNo. 14号 犬は12同 後に, No. 15号

犬は17日 後に旧値に復 した.

第2表　 急 性 瀉 血 貧 血 犬 対 照 例
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第2図　 瀉血貧血対照対例No. 15号 犬

血清鉄量. 2例 共瀉血に よ り減少 し爾後徐

々に増加 したるも,貧 血恢復後 も尚瀉血前の

値 に達せず軽度の減少を認めた.

コンゴロー ト係数.瀉 血後は2例 共高値 を

示 し,貧 血の恢復 と共 に瀉血前値 と同等,或

いは其れ以下の値を示 した.

小括.

瀉血に依 り骨髄 埋没群,対 照群共に100万

前後 の赤血球数減少 を来た した るも,骨 髄埋

没群 は対照群に比 しその恢復早 く平均11.5日

であつたが,対 照群に24日 で恢復 した.血 球

素量も大体赤血球に併行 し,骨 髄 埋没群の方

が恢復が早かつた.白 血球は骨髄埋没群 に埋

没後増多を見たる も,対 照群 の1例 は一過性

白血球増 多を示 したのみである.網 赤血球,

栓球数 の変動は両群 共同傾向を示し,特 異の

差を認 めなかつた.血 清鉄量は骨髄 埋没群に

於 て減少著 るし く,貧 血恢復時に於 て も尚可

成 の減少を示していたが,対 照例は貧血の恢

復時に於て旧値以下ではあつたが,其 の差は

僅少 であつた.コ ンゴロー ト係数は瀉血に依

り埋没群は減少 し,網 内系機能の亢進を示し

た るも,対 照群に於 ては コンゴロー ト係数増

加 し,網 内系機能は低下 した.然 るに貧血の

恢復に従つて埋没群は漸次旧値 に復 し正常化

せ るも,対 照群は機能低下の状態 より恢復す

る と共に更に軽度の亢進を示 した.

第2節　 フェニール ヒ ドラチン貧血

骨髄埋没群(第3表,第3図)

赤血球数並に血球素量. 2例 共 フェニール

ヒ ドラチ ン注射並に骨髄 埋没後4日 目まで貧

血進行 し,赤 血球はNo. 18号 犬に於 て30%,

 No. 19号 犬に於て35%減 少 し,血 球素量は夫

々14%, 15%の 減少 を示 した.然 し乍 ら, 2

日目 よりは両者急激に増加 し,赤 血球数は2

例 共14日 にて恢復 し,血 球素量は2例 共赤血

球 の恢復 より2日 遅れて旧値 に復 した.

白血球数並に其 の種類. 2例 共 フェニール

ヒ ドラチン注射並に骨髄 埋没後は白血球増加

あ りて,貧 血恢復時 まで2週 間持続 した.之

に一致 して好中球 の増加を見た.

網赤血球.フ ェニール ヒ ドラチン注射 並に

骨髄 埋没後4日 よ り増加 し,貧 血恢復 と共に

減少 したが, No. 18号 犬は尚注射前 より軽度

高値 を示 した.

栓球数. 2例 共 フェニール ヒ ドラチ ン注射

並 に骨髄 埋没後数 日間減少 した るも再び増加

し,大 体貧血 の恢復 と相前後 して旧値 に復 し

た.

血 清 鉄量. 2例 共 フェニ ール ヒ ドラ チ ン注
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射並に骨髄埋没後約半量に減少 し,爾 後漸次

恢復 し増加す るもNo. 19号 犬に於ては尚旧値

以下を示した.

第3表　 フェニール ヒ ドラチ ン貧血犬骨髄埋没例

第3図　 フェニ ー ル ヒ ドラ チ ン貧 血

骨 髄 埋没 例No. 18号 犬

コ ンゴ ロー ト係 数.フ ェニ ール ヒ ドラチ ン

注射 並 に 骨髄 埋没 後No. 18号 犬 は減 少 し,貧

血恢復時には旧値 に近ずいたが, No. 19号 犬

は術後6日 目に軽度増加 し貧血恢復時には注

射前 の値 に復 した.

対 照 群(第4表,第4図)

赤 血球 数 並 に血 球 素量.赤 血球 は フェ ニ ー

ル ヒ ドラチ ン注 射 後4日 目に於 てNo. 20号 犬

は24%, No. 21号 犬 は 注射 後6日 目 に35%

減 少 して夫 々最 低 値 を 示 し,血 球 素 量 も赤 血

球 と併 行 し, No. 20号 犬 は21%, No. 21号 犬

は27%減 少 した.其 の後貧血は徐 々に恢復 し

No. 20号 犬は注射後19日, No. 21号 犬は17日

にて旧値 に復 した.

白血球数並に其 の種類. 2例 共 フェニール

ヒ ドラチン注射後一過性に軽度の白血球数増

加を見たが,貧 血の進行 と共に次いで減少 し,

貧血 の恢復 と共に恢復 した.種 類に於 ては一

定 の傾向を見なかつた.

網赤血球.フ ェニール ヒ ドラチ ン注射後4
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日目より2例 共急増 し,爾 後貧血 の恢復 と共

に漸次減少 した.

第4表　 フェニール ヒ ドラチン貧血犬対照例

第4図　 フェニール ヒ ドラチン貧血対照例

No. 20号 犬

栓球数.フ ェニール ヒ ドラチン注射後2例

共減少 したが爾後動揺著 るし く,一 定 の傾向

を見なかつた.

血清鉄量.フ ェニール ヒ ドラチン注射に よ

り注射 後4日 目には2例 共注射前の値 の倍近

くまで増加 し,爾 後貧血の恢復 と共に減少 し

て旧値に近ずい た.

コンゴ ロー ト係数.フ ェニール ヒ ドラチン

注射後 も変動少 く,貧 血恢復後軽度の減少を

示 したに過 ぎなかつた.

小括.

フェニール ヒ ドラチン注射 に より骨髄埋没

群,対 照群共に貧血を呈 し,赤 血球は30%前

後減少 した.然 し其の恢復は骨髄 埋没群 が平

均14日,対 照群 は平均18日 で埋没群 の恢復が

早かつた.
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白血球,網 赤血球は両群に於て有意 の差を

認めなかつた.血 清鉄量は両群相反 し骨髄埋

没群は減少せるも,対 照群は注射後著明な増

加を認めた.網 内系機能は骨髄埋没群では1

例が軽度亢進 し, 1例 は稍々低下 し一定 の傾

向を見なかつた.対 照群は2例 共 フェニール

ヒ ドラチ ン注射後初期に於 て変化を認めず,

貧血恢復時 に軽度の亢進を見た.

第3節　 ベンゾール貧血

骨髄埋没群(第5表,第5図)

赤血球数並に血球素量.ベ ンゾールの連続

2週 間 の注射 に よ り赤 血 球 はNo. 22号 犬に 於

て23%, No. 23号 犬 は20%減 少 し,血 球 素 量

は 夫 々19%, 15%減 少 した.骨 髄 埋 没 後は6

日目まで赤 血 球,血 球 素 量共 に減 少 し,以 後

急 激 に増 加を 来 た し,赤 血球数 の恢 復 はNo.

 22号 犬 では18号, No. 23号 犬 は24日 を費 し

た.血 球 素量 は 赤血 球 恢 復 よ り遅 れ て漸 次 恢

復 した.然 し乍 ら,両 例 共旧 値以 上 の増 加 を

見 な かつ た.

第5表　 ベ ン ゾ ー ル 貧 血 犬 骨 髄 埋 没 例

白血球数並に其の種類.ベ ンゾールの注射

初期は2例 共 白血球増多を見たが1週 間 目頃



144　 岡 野 卓 也

よ り減 少 し, No. 22号 犬 で は注射 前 の11,000

よ り2週 間注 射 後 は6,400に な り, No. 23号

犬 は13,200よ り9,200に 減 少 した.骨 髄 埋没

後 はNo. 22号 犬 は 埋没 後8日 目に 旧値 に 復 し,

 No. 23号 犬は埋没後4日 目より白血球増加を

来た し貧血恢復後迄続いた.白 血球種類は好

中球が強 く侵 され,而 も核 の左方移動を見た.

然 し乍 ら,埋 没後4日 目頃 よ り好 中球 は増加

し,核 の左方移動 も正常に復 した.

第5図　 ベンゾール貧血骨髄埋没例

No. 22号 犬

網赤血球.ベ ンゾール注射 に より急激に消

失 したが,骨 髄埋没後はNo. 23号 犬では埋没

後10日 頃急激 な増加を見た. No. 22号 犬に於

ては著変を見なかつた.

栓球数.ベ ンゾール注射に よ り減少甚だし

く,骨 髄 埋没後は徐 々に旧値に復 した.

血清鉄量.ベ ンゾール連続注射に よ り増加

し, No. 22号 犬では108γ%よ り182γ%に,

 No. 23号 犬では98γ%よ り164γ%と 著明な増

加を示 した.骨 髄埋没後は急激 に減少 し, No

22号 犬は埋没 後10日 目では注射前の半量以下

に減少 し, No. 23号 犬では注射前の値に近ず

き貧血恢復時には注射前の量 より少かつた.

ゴンゴロー ト係数.ベ ンゾール注射 に より

増加 し骨髄埋没後10日 目には注射前の値 乃至

軽度減少を示 した.

対照群(第6表,第6図)

第6表　 ベ ン ゾ ー ル 貧 血 犬 対 照 例

赤血球数並に血球素量. 2例 共ベンゾール

注射初期は殆ん ど変化せず,注 射1週 間 目頃

よ り漸 次減少 しNo. 24号 犬は17%, No. 25号
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犬は20%即 ち2例 共100万 以上の赤血球数の

減少を見た.

又血球素量も之に併行 して減少 した.注 射

中止後の自然恢復は長 く 日時を費 し, No. 24

号犬は39日 後に到る も旧値に復 し得ず, No.

 25号 犬は28日 で恢復 した.血 球素量 も赤血球

の増減に従つた.

白血球数並に其の種類.注 射初期は2例 共

著明な白血球増多を示 し,注 射2日 目にはNo .

 24号 犬は16 ,700よ り21,300, No. 25号 犬は

16,000よ り25 ,500に 増加 したが漸次減少 し,

注射中止時は夫 々7,200. 11,400に 減少 した.

注射 中止後の経過は漸次増加する も緩慢に し

て, No. 24号 犬は39日 後旧値 に復 し, No. 25

号犬は25日 後旧値に復 した.白 血球の種類は

2例 共好中球減少 し,而 も核左方移動を示し ,

たが,注 射中止後貧血の恢復 と共に恢復 した.

網赤血球.ベ ンゾール注射 によ り急激に減

少 し殆ん ど認めな くなるも,注 射中止後少数

の出現を見 る.

栓球数.ベ ンゾール注射にて著 るし く減少

し,注 射 中止 後は漸次恢復す.

血清鉄量.ベ ンゾール注射に より増加 し,

注射 中止後 も尚増加す,注 射 中止後2週 間以

上を経 て漸次旧値 に復 し,貧 血恢復後には旧

値 よ り軽度減少せるを見た.

第6図　 ベ ン ゾー ル貧血 対 照 例No. 24号 犬

小括.

骨髄埋没群及び対照群のいずれ もベンゾー

ル注射に より赤血球数は約20%前 後減少 し貧

血を招来 した.然 るに骨髄 埋没群に於 ては埋

没後平均22日 で貧血恢復 し,之 に反 し対照群

は28日 以上を要 し殊 にNo. 24号 犬は注射中止

後39日 に到 るも旧値 に復 し得 なかつた.白 血

球数は注射1週 間後 より減少 し,核 の左方移

動を示 したが,骨 髄 埋没群は骨髄埋没後数 日

にて増加を示 し,貧 血恢復に先立つて旧値 に

復 した.対 照群は之に対 しいず れ も著明な恢

復遅延を示した.網 赤血球は貧血発生 と共に

消失 し,骨 髄埋没群は貧血の恢復に先立つて,

増加 し,殊 にNo. 23号 犬に於 ては埋没後10日
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目に急増 した.栓 球数は両群に於て有意の差

を認め なかつた.血 清鉄量はベンゾール注射

に より両群共に増加するも,埋 没群は埋没後

減少す るのに反 して,対 照群は注射 中止後 も

尚10日 頃まで増加 し,爾 後漸次減少 した.網

内系機能はベ ンゾール注射 によ り両群共著明

機能低下を来たせ るも,埋 没犬は骨髄 埋没に

よ り比較的早 く正常状態 乃至亢進状態に もど

るが,対 照群は機能恢復が遅延 した.

第4節　 レ線照射貧血

骨髄 埋没群(第7表,第7図)

赤血球数並に血球素量.レ 線照射量1.800r

にて2例 共赤血球は16%減 少 し,血 球素量は

No. 4号 家 兎に於て180%, No. 6号 家兎は9

%減 少 した.骨 髄埋没後はNo. 4号 家兎は10

日目まで更に赤血球減少 を続け,其 の後徐 々

に増加 し,埋 没後34日 で旧値 に復 した. No.

 6弓 家兎は骨髄埋没後8日 まで赤血球減少 し,

爾後増加 し埋没後36日 で 旧値 に復 した.血 球

素量 も大体赤血球の増減 に併行 した.

第7表　 レ線照射貧血家兎の骨髄埋没例

白 血球 数 並 に其 の種 類.白 血 球 の レ線 照射

に よる変 動著 明 に して,第1回 レ線 照射 直 後

よ り減 少著 明 で, No. 4号 家 兎は1,800r照 射

後 には 照射 前 の6,600よ り1,300と な り, No.

 6号 家 兎は13,400よ り2,000に 減 少 した.然

し乍 ら,骨 髄 埋 没 後 は再 び増 加 し, No. 4号

家兎は埋没後27日 で旧値に復 したが, No. 6

号家兎では40日 後に於 て も尚恢復 し な かつ
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た.白 血球種類 は レ線照射 に よ りリンパ球

増 加著明 となる も,骨 髄埋没後偽性好酸球増

加 し,埋 没後10日 目頃照射前の 比率 に 復 し

た.

第7図　 レ線照射貧血骨髄埋没例No. 6家 兎

網赤血球. 2例 共 レ線照射に より減少 し,

骨髄 埋没後は増加著明にして,殊 にNo. 4号

家兎では埋没後10日 目に分利的に増加 し,埋

没前の5倍 の数を見た, No. 6号 家 兎 も埋没

後 の増加著明にして埋没後4日 目に最高を示

し,爾 後長期 に亙 り其 の出現 多きを見た.

栓球数.レ 線照射 と共に漸次減少 し,骨 髄

埋没後赤血球の恢復に従つ て漸 増 した.

血清鉄量.レ 線照射 によ り増加 しNo. 4号

家兎に於ては照射 前の136γ%よ り162γ%と

な り, No. 6号 家兎は158γ%よ り186γ%と

なつた.埋 没後は2例 共減少 し, No. 4号 家

兎は照射前の値 以下 とな りNo. 6号 家兎では

貧血恢復時には照射前の値 に復 した.

コンゴロー ト係数.レ 線照射に よ りコンゴ

ロー ト係数上昇 し,埋 没後No . 4号 家兎は著

明に減少 したが, No. 6号 家兎では漸次照射

前 の値 に復 した.

対照群(第8表,第8図)
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赤血球数並 に血球素量.レ 線照射量1,800r

で赤血球はNo. 1号 家 兎は30%, No. 5号 家

兎は18%減 少 し,血 球素 量は夫々22%. 12

%減 少 した.レ 線照射中止後はNo. 1号 家兎

は 漸次恢復に 向い,赤 血球は58日 で旧値 に

復 し,血 球素量は尚恢復充分ではなかつた.

 No. 5号 家 兎は レ線照射中止後6日 後 まで 赤

血球の減少継続 し以後漸次増加 したが, 84日

後に於 ても尚旧値 に復 し得なかつた.血 球素

量 も同様恢復充分でなかつた.

白血球数並に其の種類.レ 線照射後急激に

減少 し,レ 線照射中止後漸次増加する も旧値

に達せず,殊 にNo. 5家 兎に於ては84日 後 も

尚旧値の半数を示すに過 ぎなかつた.種 類は

レ線照射に より淋巴球増加す る も,レ 線照射

中止後30日 以上を経 て 旧値に 復す るを 認め

た.

網赤血球.レ 線 照射に よ り減少 し照射 中止

後の増加は緩慢に して著明ではなかつた.

栓 球数. 2例 共 レ線照射に よ り減少 し,レ

線照射 中止後漸次増加す るも容易に旧値 に復

し得 なかつた.

第8表　 レ 線 照 射 貧 血 家 兎 対 照 例

血 清 鉄 量.レ 線 照 射 に よ り2例 共 増加 し,

殊 にNo. 5家 兎は 照 射 前 の98γ%よ り216γ
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%と2倍 以上の増加を見た.照 射 中止後 も長

期に亙 り増加のまま経過 し, No. 1号 家兎は

70日 後に ようや く旧値 に復 し, No. 5号 家兎

に於 ては55日 後 も尚照射前の倍近い値を示 し

ていた.

第8図　 レ線照射貧血対照例No. 1家 兎

コ ンゴ ロー ト係 数.レ 線 照 射 に よ り増加 し,
リ

照射 中止後No. 1号 家兎は1ケ 月後に旧値に

復 し, No. 5号 家 兎は徐 々に減少 しつつあつ

たが,照 射 中止後87日 目に も軽度旧値以上 の

値 を示 していた.

小括.

骨髄埋没群並に対照群共 レ線照射量1,800r

で赤血球は11%よ り30%の 減少を来た し,其

の恢復は骨髄 埋没群に於 ては平均35目 を要 し
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たが,対 照群に於ては1例 は58日 を要 し, 1

例は84日 後 も尚旧値に復 し得なかつ た.白 血

球は レ線照射に より両群共著明な減少を来た

し且つ淋巴球の増加,偽 好酸球の減少を見た

が,其 の恢復は骨髄 埋没群に於ては白血球数

は平均34日,白 血球種類の恢復は10日 を要 し

た.之 に 反し対照群は レ線照射 中止後2ケ 月

以上を経たるも尚照射 前の半数に充 たなかつ

た.又 レ線照射による淋 巴球増加の恢復 も30

日を費 した.網 赤血球は骨髄 埋没群 に於て1

例に分利的著増を示し,爾 後貧血恢復す るま

で可成 多数の出現を認めた.対 照群に於ては

照射中止後増加す るも骨髄埋没群に比 し著明

な る変化を見なかつた.栓 球数に於 ては両群

に有意 の差を認めなかつた.血 清鉄量は両群

共に レ線照射に よ り増加するも骨髄 埋没群に

於ては骨髄 埋没後漸次減少 し,貧 血恢復時に

は レ線照射前値 より少かつた.之 に反 し対照

群に於 ては レ線照射 中止後減少の傾向を見た

が僅少に して,殊 に1例 に於て レ線照射 中止

後80日 に到 るも照射前の倍量に近い値を示し

た.網 内系機能 もレ線照射に より障 碍 された

が,骨 髄埋没群は対照に比 し障 碍の恢復が遙

かに早かつた.

第5節　 コラル ゴール貧血

骨髄埋没群(第9表,第9図)

赤血球数並に血球素量.コ ラル ゴール注射

開始直後に貧血著明 とな り,連 続1週 間注射

後 に赤血球はNo. 41号 犬は23%, No. 44号 犬

は19%減 少 した.血 球素量は夫 々9%, 15%

減少 した.骨 髄 埋没後は赤血球,血 球素量共

に4日 後迄更に減少 したが,爾 後増加 しNo.

 41号 犬は埋没後1ケ 月にて恢復 し, No. 44号

犬は37日 にて恢復 した.

第9表　 コ ラ ル ゴ ー ル 貧 血 犬 骨 髄 埋 没 例

白血 球数 並 に其 の種 類.コ ラルゴ ール 注射

後 は 白血 球増 加 を来 た し, No. 41号 犬 に於 て

は 注射 前の13,200よ り19,000に, No. 44号

犬 は14,700よ り22,200に 増加 した.而 して

埋 没 後は 反 対 に漸 次減 少 を来 た し, No. 41号

犬 は 埋没 後3週 間 で 旧値 に復 し, No. 44号 犬

に 於 ては12日 で旧値 に復 した.白 血 球 種類 は

貧 血 の増 加 に 従つ て 好 中球 の増 加 と核 の左 方
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移動を見た.骨 髄 埋没後は好 中球は次第に注

射前の比率に復 した.

網赤血球.コ ラルゴールの注射回数 を重ね

貧血の進行 す る もそ の 出 現著明ではない.

 No. 44号 犬に於ては骨髄埋没後8日 目に軽度

の増加を認めたる もNo. 41号 犬は著変がなか

つた.

栓球数. 2例 共 コラル ゴール注射の回数を

重ねるに従い減少 し,骨 髄埋没後増加 した.

血清鉄量.コ ラルゴール1週 間連続注射後

は著明に増加 した.即 ちNo. 41号 犬は注射 前

の102γ%よ り164γ%と な り, No. 44号 犬は

118γ%よ り222γ%と なつた.而 して骨髄埋

没後はNo. 41号 犬は6日 目に更に増加 して

260γ%と な り, No. 44号 犬は244γ%と なつ

た.然 し乍 ら,其 の後漸次減少 し貧 血恢復時

にはNo. 41号 犬は注射前の値 よ り減少 して

72γ%を 見たが, No. 44号 犬 に於ては162γ%

で注射前の値 よ り高値 を示 した.

コンゴロー ト係数.コ ラル ゴール注射に よ

り著明に上昇 し,骨 髄埋没後は減少 しNo. 41

号犬に於ては貧血恢復時 には注射前の値 よ り

少 きを見た.然 し乍 ら, No. 44号 犬は注射前

の値に復 し得 なかつた.

第9図　 コラルゴール貧血骨髄埋没例

No. 41号 犬

対照犬(第10表,第10図)

赤血球数並に血球素量.コ ラル ゴール1週

間連続注射後には赤血球数はNo. 43号 犬に於

て30%, No. 45号 犬に於て39%減 少 し,血

球素量は夫 々23%, 14%の 減少 を見た.注 射

中止後更に貧血は進行 し, No. 43号 犬は注射

中止後19日 に て赤血球数439万,血 球素量

52%に て食慾欠損 し,下 痢を起 して斃死 した.

 No. 45号 犬に於 ても貧血恢復の兆な く,貧 血

は更に進行 し注射 中止後25日 目に黒褐色下痢

便を排泄 し,食 嗜欠損,衰 弱斃死 した.

白血球数並に其 の種類. 2例 共 コラル ゴー
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ル注射に よ り増加 し,注 射中止後1週 間頃ま

で持続 し,其 の後減少 して旧値に近ず くも死

亡前は再び増加 した.種 類は白血球増加時に

一致 して好中球の増加を見た.

網赤血球.コ ラルゴール注射に よ り増加せ

るも,注 射中止後は漸次減少 し,注 射 中止後

2週 間 目よ り全 く消 失した.

栓球数.貧 血 と共に減少 したが,死 亡前は

更に著明の減少を見た.

血清 鉄量.コ ラルゴール注射 中止後は著る

し く増 加 し, No. 43号 犬 は132γ%よ り186γ

%と な り,注 射 中止 後8日 目に は 更 に320γ

%に 増 加 し,死 亡 前は260γ%を 示 してい た.

又No. 45号 犬 に於 て は92γ%よ り162γ%と

な り,注 射 中止 後6日 目には320γ%, 22日

後 には340γ%の 高値 を 示 してい た.

コ ン ゴ ロー ト係 数. 2例 共 コ ラル ゴ ール注

射 に依 り増 加 し,注 射 中 止後 も恢 復の 兆 な く

死 亡 前はNo. 43号 犬 は96.5, No. 45号 犬は

89.4の 高値 を 示 してい た.

第10表　 コ ラ ル ゴ ー ル 貧 血 犬 対 照 例
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第10図　 コラル ゴール貧 血 対照 例No. 45犬

小括.

骨髄埋没群並に対照群共にコラルゴール連

続1週 間注射に より著明な る貧血を呈 したが,

埋没群は平均34日 で恢復 したのに反 し,対 照

群は1例 は注射 中止後19日,他 の1例 は28日

後に死亡 した.白 血球数はコラルゴール注射

により増加 し,注 射中止後は減少す るも,対

照群は死亡前再び著明なる増加を来た した.

網赤血球は両群に於て顕著の差を認めなかつ

た.栓 球数は両群共に注射に より減少す るも

埋没群は漸次恢復増加す るのに反 し,対 照群

は死亡前更 に著明な減少を示した.血 清鉄量

は コラルゴール注射に よ り急増 し,注 射 中止

後 も尚増加を続けたが骨髄埋没群 は漸次減少.

した.然 し乍 ら,対 照群は増加の一途を辿 り

死亡 した.コ ンゴロー ト法に よる網内系機能

を見 るに,コ ラルゴール注射に よ り著 るし く

機能を障碍 されるが,骨 髄 埋没群は漸次正常

化 し,貧 血恢復時にはむ しろ亢進せる例 もあ

つた.然 るに対照群に於 ては増悪の一途を辿

つた.

第6節　 鉤虫貧血

骨髄埋没群(第11表,第11図)

第11表　 鉤 虫 貧 血 犬 骨 髄 埋 没 例

赤血球数 並に血球素量.鉤 虫仔 虫感染に よ

り赤血球数はNo. 36号 犬では20%, No. 38号

犬では20%減 少 し,血 球素量は夫々23%, 22

%減 少 した,骨 髄埋没後は2例 共貧血恢復の
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兆候 を認めなかつた.

白血球数並に其 の種類.鉤 虫感染後は白血

球増加 し,殊 にNo. 38号 犬は著明な増加 を見

たが,鉤 虫感染後2週 間目には感染前の値に

復 した.

骨髄埋没後はNo. 36号 犬に於 て軽度の増加

を見たが,概 して著明な変化を見なかつた.

白血球種類は感染後10日 目頃 より好 酸 球増

加 し,骨 髄埋没後 も好酸球の出現多数を認め

た.

網赤血球.一 定 の傾向を見なかつた.

栓球数. 2例 共減少 し,埋 没後は動揺著 る

し く一定の傾向 を見なかつた.

血清鉄量.鉤 虫感染に よ り減少 し,骨 髄埋

没後経過 と共に僅かに減少せ るを示 した.

コンゴ ロー ト係数.鉤 虫感染後著明に減少

し,骨 髄埋没後No. 36号 犬に於ては徐 々に増

加せ るも一般に低値 を示した.No. 38号 犬に

於 ては埋没 後10日 目 に感 染 前 の 値 を 示 し

た.

第11図　 鉤 虫貧血骨髄埋没例No. 36号 犬

駆虫群(第12表,第12図)

赤血球数並に血球素量.鉤 虫感染後2週 間

で赤血 球数はNo. 34号 犬に於ては20%, No. 

35号 犬は24%減 少 し,血 球素量は夫々16%,

 12%の 減少を見たが,駆 虫連続3回 にて2例

共急激に増加 してNo. 34号 犬では赤血球並に

血 球素量共に駆虫後15日 で恢復 し, No. 36号

犬は25日 で恢復 した.

網赤血球. No. 34号 犬は駆虫後増加 したが,
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No. 35号 犬 に 於 て は不 定 で あつ た .

第12表　 鉤 虫 貧 血 犬 駆 虫 例

第12図　 鉤 虫貧血駆虫例 No. 34号 犬

栓球数.一 定の傾向を見出さなかつた.

血清鉄 量. 2例 共鉤虫感 染に依 り減少 し,

駆虫後No. 34号 犬は増加軽度に して貧血恢復

時 尚旧値 よりも著明低下 していた. No. 35号

犬は駆 虫後増加 し旧値 に近ずいた.

コンゴロー ト係数.感 染に よ り2例 共著明

なる減少を示し,駆 虫後No. 34号 犬 は僅 かに

増加 したに過 ぎないが, No. 35号 犬は駆虫後

17日 には旧値 よりも軽度増加 した.

骨髄埋没並に駆虫併用群(第13表,第13図)
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第13表　 鉤 虫 貧 血 犬 骨 髄 埋 没 並 に 駆 虫 例
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第13図　 鉤虫貧血骨髄埋没並に駆虫例

No. 37年 犬

赤血球数並に血球素量.鉤 虫感染後2週 間

に赤血球数はNo. 37号 犬に於 て23%, No. 39

号犬では15%減 少 し,血 球素量 も之に併行 し

て2例 共11%減 少 した.次 いで骨髄埋没並に

駆虫を施行す るやNo. 37号 犬は17日 後に貧血

恢復し, No. 39号 犬は26日 後に恢復 した.而

も2例 共貧血恢復後 も旧値以上 の増加を示 し

た.

白血球数並に其の種類.鉤 虫感染後 も著変

な く,骨 髄埋没並に駆虫後No. 37号 犬に於て

軽度の白血球増加を来た したが, No. 39号 犬

は不定であつた.其 の種類は感染後2週 間頃

より好酸球の増加を見たが, No. 39号 犬に於

ては骨髄埋没並に駆 虫に より感染前 と同様の

比率を示す様になつた.

網赤血球.鉤 虫感染後増加 の傾向を示 し,

骨骨埋没並に駆虫後1週 間頃 よ り2例 共増加

し貧血恢復 と共に旧値 に復 した.

栓球数. 2例 共感染に よ り減少を示し骨髄

埋没並に駆虫後は漸次増加 し,貧 血恢復時は

鉤虫感染前の値以上を示 した.

血清鉄量. 2例 共鉤虫感染に よ り減少 し,

骨髄埋没並に駆虫後No. 37号 犬は更に減少 し,

貧血恢復時には再び増加せ るも,感 染前の値

に達 しなかつた. No. 39号 犬に於ては著変を

認めなかつ たが,貧 血恢復時は尚感染前の値

よ り可成 り低値を示 した.

コンゴロー ト係数. 2例 共鉤 虫感染によ り

減少 し,骨 髄埋没並に駆虫後 は2例 共軽度増

加 しつつ経過 したが,旧 値迄 には可成 りの差

を有す る事 を認めた.

鉤虫貧血対照群(第14表,第14図)

赤血球数並に血球素量.鉤 虫感染後2週 間

にて赤血球数はNo. 32号 犬では24%, No. 33

号犬では25%減 少 し,血 球素量は夫 々13%,

 14%減 少 し,其 の後赤血球及び血球素量に著

変な く貧血は恢復 しなかつた.

白血球数並に其の種類.白 血球数 は一定 の

傾向 を見なかつたが,種 類に於 ては感染後2

週間以後 より好酸球 の増加を認めた.

網赤血球. 2例 共鉤虫感染後軽度増加を見

た.

栓球数. 2例 共鉤 虫感染後減少 し増加の兆

候 を殆ん ど認めなかつた.

血清鉄量.鉤 虫感 染後著減 し,殊 にNo. 32

号犬は感染前の190γ%よ り感染後2週 間 目

には28γ%と な り, No. 33号 犬は126γ%よ

り72γ%と 減少 した.其 の後2例 共軽度増加

す るも旧値 との間に相 当の差を有 していた.

コンゴロー ト係数. 2例 共感染後減少 し恢

復せず.

第14図　 鉤虫貧血対照例No. 32号 犬

小括.

以上鉤虫感染により貧血を招来せしめ之を

骨髄埋没群,骨 髄埋没並に駆虫併用群,駆 虫

群及び未処置の群の4群 に分けて観察 し,駆

虫群及び駆虫と骨髄埋没併用群に於て貧血恢

復最も早 く,而 も骨髄埋没並に駆虫併用群は

貧血恢復後も更に赤血球の増加を認め,然
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るに骨髄 埋没群は無 物であつた.血 清鉄量は

4群 共減少著明であ り,末 処置群 を除いた他

の3群 は有意の差を認 めなかつた.網 内系機

能 は鉤虫感染時には著明な る亢進 を認 めた.

第14表　 鉤 虫 貧 血 犬 対 照 例
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然 し駆 虫 群 及び骨 髄 埋没 並 に駆 虫併 用群 は骨

髄 埋没 の み の群 との間 に 有意 の 差 を認 めな か

つ た.又 未 処 置群 は網 内 系機 能亢 進 の状態 を

持続 して いた.

第4章　 総括 並 に 考按

以 上 の実 験成 績 を総 括す る に 各 種 実 験 的

貧血 を 起 さしめた 動物 に 赤色 骨髄 をProkg.

 0.5g大 腿 筋膜 下 に埋 没す る事 に よ り溝 手1)の

成 績 と同 じ く貧 血恢 復 の促 進 され る事 を認 め

る と共 に,そ の過 程に 於け る血清 鉄 量 の消 長

と網 内 系機 能 の関係 を追究 し,以 下 の 如 き結

果 を得 た.

1.　 瀉 血貧 血 の場 合.

既 に臨 床 上急 性 及び慢性 失血性 貧 血 に於 け

る血 清 鉄量 の観 察 に附随 して,実 験 的瀉 血 貧

血に於 け る血清 鉄 に 就 て も 多 くの報 告 が あ

る.即 ちWarburg u. Krebs2)は 鳥 類 に就 き,

 Thoenes u. Aschaffenburg3). Lock, Main and

 Rosbach4), Barkan5),河 野6)ら は家 兎 に就 き,

 Riecker and Winters7)は 犬 につ い てい ず れ も

瀉血 後 血清鉄 量 の減 少 を認 め た.且 つ血 清鉄

量減少 の原 因 としてFontes et Thivolle8)は 造

血 臓 器に於け る鉄需 要 の亢 進 を 挙げ, Riecker

 and Winter7)は 鉄 が 血 球素 産 生 に 資 せ ら る

るに因 る とし, Heilmeyer9)は 臨 牀 上失 血性

貧 血 に就 き観察 した 血清鉄 減 少 の原 因 を,①

失血 に 基 く鉄 欠乏,② 造 血臓 器亢 進 に 基 く鉄

需 要の 増加,③ 組 織液 流 入 に よ る鉄 濃 度の 稀

釈,④ 血球破 壊 の 減少 に 帰せ しめ,こ の うち

造血 臓 器に 於け る鉄需 要 の亢 進 を最 も重 要視

した.余 の実験 例4例 悉 く瀉 血 に よ り血 清鉄

量減 少 し,貧 血恢 復 後 も尚 血清 鉄 量の 恢 復は

不 充 分 で あつ た.殊 に骨髄 埋没 群 に於 て は減

少 著 明 で あつ たが この事 は 上記 諸家 の 云 う如

く造 血機 能亢 進 に 基 く鉄 需 要 の亢 進 に よ る も

ので あ る.即 ちHaskins10), Fontes8)の 云 う

如 く瀉 血 に よ り貯 蔵鉄 が 急 速 に動 員 され て造

血 に供 せ られ貧 血 の恢 復 を 見 るが,其 の後経

口的 に摂 取 吸收 され た鉄 だけ を以 て して は貯

蔵鉄 を補 填 す る事 は 中 々困 難で あ り,殊 に瀉

血 に よ り極 度に 鉄 が減 少せ る時 は容 易に 正常

保有量迄恢復せず, Fontes8)は 犬で6乃 至12

週経過 しても還 らぬ と云い,山 下11)は貧血は

2週 間で恢復 しても血清鉄の恢復には8週 間

以上を要す るとの報告 を行つてい る.網 内系

機能に就ては木下12)は瀉 血量大な る程機能低

下著 るしい と述べ,櫛 山,柚 木13)も之 と同様

に瀉血に より機能低下を示す と云つてい るが,

浮 田14)は色素摂取能を組織学的に見て瀉血 に

より該機能の亢進するを認 めた と報告 してい

る.余 の例に於 ては瀉血後一定 の変化 を見出

し得なかつたが骨髄埋没後は稍々亢進す るも

のの様である.

2.　 フェニール ヒ ドラチン貧血 の場合.

フェニール ヒ ドラチン及び其 の誘導体並に

類似化合物は劇烈 なる血液 毒 として赤血球を

破壊する作用 を有す る事は古 くより知 られて

い る所であ り,従 つて之に関する業績は枚 挙

に連がない.然 し乍 ら,該 貧血時 の血清鉄量

の消長に関す る業績は少 く, Heilmeyer9)が

2名 の健康者に0.05g宛1日4回3日 間連続

投 与 して血 清 鉄 量 の 増 加 を 認 め, Moore,

 Arrowsmith & Quillingan15)ら は塩酸 フェニ

ール ヒ ドラチンにて動物 に貧血を起 さしめて

同様の所見を認めた.本 邦に於ては河野6),

三浦16),龍 治17),南 浦18),教 室の米谷,中 塚,

水旧19)らの業績があ り,河 野6)は 海〓に塩酸

フェニール ヒ ドラチンの 大量を1回 皮下注射

す ると1週 間以内に著明な血清鉄量の増加を

認め,三 浦16は 更に該貧血の恢復 経過を追つ

て血清鉄 量にの消長を観察 してい る.即 ち1日

1回1cc宛 毎 日5回 連続 フェニール ヒ ドラチ

ンを静脉内に注射 し貧血を起 さしめ,血 清鉄

量は貧 血の進行 と共に逆比例 して上昇 し,注

射5日 目に最高を示 し,其 の後漸次減少 して

注射 中止後7乃 至9日 目のポ リクロマジー,

網赤血球の出現旺盛なる時期に最低値即ち注

射前の約1/3の 値を示 し,貧 血恢復 よ り稍 々

遅れ て旧値に復 した と云つている.余 の例に

於 ては,骨 髄 埋没群は フェニール ヒ ドラチン

注射後血清鉄 量は増加せず寧ろ減少 し,又 網

内系機能の亢 進せ る例 を認めた.之 に反 し対

照 犬 は 上記 諸 家の 報ず る如 く,フ ェニ ール ヒ
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ドラチ ン注射 によ り血清鉄 量は著るし く増加

した.こ の様 に骨髄埋没群 に血清鉄量減少 を

網内系機能亢進を示 した事は骨髄埋没に より

造 血機能の刺戟 される事に よるものである.

此の場合の網 内系機能 と血清鉄 との関係に蔵

ては龍治17)が犬に フェニール ヒ ドラチンを注

射す る事に より,注 射後6時 間迄は著明な血

清鉄量の増加 を見るが,更 に墨汁にて網内系

を填塞せ しめた犬では フェニール ヒ ドラチン

注射に より血清鉄量は非填塞犬に比し遙かに

著明に増加する事を観察 し,之 は網 内系の機

能低下に より鉄の処理機能の著 るしく低下 し,

又同時に造血機能 も低下 し,鉄 の利用減退 を

生起 し,事 に もよるものであろ うと云つてい

る.又 飯 田20)は墨汁による網内系填塞家兎に

てフェニール ヒ ドラチンを注射すれば,非 填

塞家 兎より貧血恢復の悪い事 を認め,之 は網

内系機能低下に よるものであ り,赤 血球新生

に網内系の関与す る事は実に緊密な りと述べ

てお り,又 井村21)は フェニール ヒ ドラチン注

射家 兎の変性 期には骨髄其の他の網内系に増

殖を 来たし,恰 も悪性貧血 の際見るが如き像

を呈 し,血 液 及び臓器鉄は著るし く増加 して

お り,血 液再生期には骨髄実質が増殖 し,血

液 中の鉄は正常 に近い と云つてい るが,余 の

実験の貧血恢復時の所 見に よ く一致する もの

と思 う.

3.　 ベンゾール貧血に就て.

ベ ンゾールは強 力な白血球毒であ り,ベ ン

ゾール中毒の際は著明な白血球減少症を呈す

る事はSelling22)の 詳細な実験的研究以来 多

数の学者の一致 した業績があるが,赤 血球系

の障碍に関 しては各報告者に より区 々た る意

見を見る.然 し乍 ら,慢 性 ベンゾール 中毒は

再生不良性貧血に似た像 を呈す る事 も又事実

で あ り,富 塚23),中 村24)らの報告,並 びに最

近では長 谷川25)の認む る所であ る.従 つて再

生不良性貧血 に対す る治療 の研究 として,ベ

ンゾール中毒に諸種の実験がな されたが,鉄

代謝 面 より見たるベ ンゾール中毒に関す る文

献 は少 く,井 村21)及び未 谷,中 塚,水 田19)等

の報告があるのみで,殊 に骨髄 埋没の効果を

鉄代謝及び網内系の関係 よ り検討 した文献に

は接 し得ない.井 村21)は種 々の程 度のベンゾ

ール中毒家 兎に於け る鉄代謝 の状態 を検索 し,

且つ諸種臓器組織に就て顕微化学的に鉄含量

を追究 し,併 せて血液 像及び各種臓器の組織

学的変化を検 し,網 内系の1つ として重要性

を有す る脾臓 の機能的地位に就 て論 じ,結 局

ベンゾール中毒家兎に於 ては各種臓器は退行

変性に陥 り,肝,脾,骨 髄を始め とす る網 内

系 も変性に陥 り,肝,脾 等の鉄沈着著明なる

事を認めてお り,又 米谷19)らはベ ンゾール中

毒家兎の臓器鉄及び血清鉄量はいずれ も増加

す ると云い,又 中山26)はベ ンゾール貧血家兎

に於け る網 内系機能は低下す る と云つている.

余の例に於 ては骨髄埋没群が対照に比 し貧血

の恢復が早 く,且 つ血清鉄量 の減少及び網内

系機能の正常化を認めた.之 等 の事実は,三

由27)がベンゾール 中毒家 兎に骨髄物質を投与

す る事に より,該 物質の骨髄 を刺戟 し,そ の

機能を鼓舞 し,造 血を促進せ しめ,と 云 う如

く,骨 髄 埋没が造血臓器を刺戟 し,其 の機能

を亢進せ しめた為,血 球生成に必要な鉄の需

要が増 し,血 清鉄量の減少を来 た し,又 網内

系機能の正常化が促進 され鉄 代謝 を円滑なら

しめた もの と考 えられ る.

4.　 レ線照射貧血に就 て

レ線 の 血 液 像 に 及 ぼ す 影 響 に 関 しては

Heinecke28)が レ線照射に よ り脾臓にHaemosi

derinの 増加す る事 よ り赤血球の 崩壊を来た

せ る事を報告 して よ り,幾 多の研究者の報告

あ りて枚挙に遑がない.一 般に レ線に対 し赤

血 球は白血球 に比 し感受性低 きもの とされて

お り, Frankel u. Budde29)ら は赤血球は レ線

照 射に より一時増加す ると云い,大 里30),尾

河31)も レ線照射の造血的効果について報告 し

てい るが,多 くの学者は程度 の差 こそあれ,

赤血球,白 血球,血 球素量共に減少す る事を

報 じている.余 の実験では矢張 り白血球の減

少著明に して,レ 線 に対す る感受性 著 るしく,

赤血球は初期変化なきか或いは軽度の増加を

認 めた.之 は 白木,今 井32)の云 え る如 くレ線

に よる造血臓器の初期一過性 の刺戟 に依 るも
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の と思われ る.更 に大量のレ線照射に よ り,

漸次骨髄 を初め諸臓器 も変性に陥 り実質 の崩

壊を来た し,結 局汎骨髄癆にな るのであるが,

この事は殊に最近の原水爆等の放射能症に見

る所である.一 方鉄代謝 に関する研究は進歩

したが,レ 線障碍時 の鉄代謝 に関する研究少

く最近 ようや く2, 3の 文献を見るに至つた

に過ぎない.即 ちChanutin33)は 鼠の全身に

レ線照射を行い血清鉄量 の変化を検 し,大 量

放射の際血清鉄量は増加す ると述べ,教 室 の

米谷,中 塚,水 田等19)も同様の事を認めてい

る.余 の実験 も亦之 と同様の結果を得たが,

骨髄埋没に より2乃 至4週 間で旧値に復 した.

尚レ線照射に より網内系機能の低下する事は

稲田34)の報告 と一致 した.然 し後藤35)及び織

田36)は網 内系は一般に レ線 に対 し抵抗強 く,

レ線弱照射 では再生刺 戟の変化を受け,大 量

照射により始 めて障碍を蒙 ると云つている.

然し骨髄 埋没に より再び網内系の機能恢復 し,

血清鉄量の恢復を認めた事は造血機能亢 進に

よる鉄需要増加の為 と考 えられ,網 内系が貧

血恢復機能 と密接な関係にあ る事が茲で も判

明した.

5.　 コラルゴール貧血に就 て

小宮,中 村,村 上等37)は コラルゴールを連

続注射する と無形成性貧血を若起せ しめ得 る

と発表 し,其 の後前田38),光 藤39)等が之を追

試確認 したが,藤 田40)は白血球に就 ては必ず

しも減少す るとは限 らず増加す る事 もあ りと

云 い,其 後小宮41)も亦之を疑問視す ると云つ

ている.こ の点余の行つた実験成績で も全例

に白血球増加を認め,最 初小宮37)等の述べた

如き無形成性貧血の像 を 認 めなか つ た.小

宮37)らはコラルゴール貧血発生機転 として骨

髄に於け る萎縮,出 血並に網内系の封鎖 の3

つを主因 としている.コ ラル ゴール貧血に於

ける血清 鉄 に就 てはThoenes u. Aschaffen

burg3)の 記載があ り,氏 は コラルゴール注射

に よ り血清鉄量の減少を認め,之 は網内系の

封鎖に基 く血液 再生減退 に よるものであると

し,ヂ フテ リー毒素に よる血清鉄量減少 も之

に基 くと云つ てい るが,之 は後に も述べ る如

く間違いである.又 三浦16)もコラルゴール貧

血家兎に就て血清鉄 の消長を観察 し,貧 血進

行の途上血清鉄量の減少 を認め,更 に貧血著

明 となれば血清鉄量は減少 しない事を認 め,

之に関 し網内系の封鎖のみでは説明出来ない

と云つている.又 米谷19)等 も同様 の結果 を得

た るも貧血の極期には寧 ろ血清鉄量はコラゴ

ール注射前の値 よ り遙か に多量なる事 を認め

ている.余 の犬に於け る実験では之 らの諸家

の家 兎に よる実験成績 と稍々異 り,コ ラルゴ

ール連続1週 間注射後には既 に著明な血清鉄

量 の増加を認め,網 内系機能 も亦著 るしく減

退 した.而 して骨髄 埋没後は漸次血清鉄量減

少 し網内系機能 も恢復 したが,対 照犬に於 て

は血清鉄 量は更に増加 し,網 内系機能は殆ん

ど廃絶に近い状態を呈し死亡 した.以 上の事

を考察す るに,コ ラル ゴール注射 の血清鉄量

減少を網内系機能の面 よ り見れば,長 島42)は

少量 のコラル ゴール注射は網内系機能を亢進

せ しめ,大 量な らば網内系機能を低下せ しむ

とい うが如 く,コ ラルゴール注射 の初期は貧

血の発現 と共に,網 内系機能の亢進に よ り鉄

を抑溜 し血清鉄量が減少す るが,大 量のコラ

ルゴール注射では貧血著明 とな り,網 内系を

封鎖 され る為鉄の抑溜が出来ず,又 骨髄 の萎

縮 に よる鉄の利用減退,或 いは脾臓に於け る

血球破壊亢進に基 く鉄放出等に よ り血清鉄量

は増加する と考え られ,之 は余の実験成績 と

も一致す る.従 つて 先に 述べ たThoenes u. 

Aschaffenburg3)の 説は矛盾す るもので,其 の

後Heilmeyer9)の 研究で明 らかにせ られた如

く,ヂ フテ リー毒素に よる血清鉄 量の減少は

網 内系の封鎖では な く,感 染症時の防禦的網

内系機能亢進に基 く鉄抑溜 の為であ ると考え

られ る.従 つて骨髄埋没群の貧血恢 復 と併行

せ る網内系機能正常化 と血清鉄量の減少 も以

上 の説明 よ り解釈出来 るもの と思われる.

6.　 鉤 虫貧血に就て

従来鉤 虫性貧血の成因に関 し種々論議 され

てお り,今 日一般に提唱 されてい る学 説は消

化管 よ りの鉄吸收障碍説,出 血 説及び中毒説

等があるが,最 近の趨勢はそ の主 要を中毒 と
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し,之 に関す る業 績が数多 く発表 されている.

北山前教授43)は釣虫体 より催貧血性物質を抽

出 して 「ア ンキロン」 と命名 し,之 を 「アル

コール,エ ーテル 」可溶性の 「ア ンキロソA」

と不溶性の「アンキロンB」 とに分け,前 者は

催 貧血性作用強 く,脾 臓 の有無にかかわ らず

貧血を招来せ しめ,後 者は脾臓 の存在の もと

に貧血発生を見 ると述べ られた.而 して近年

鉄 代謝 の進歩す るに及び,鉤 虫貧血に於ては

血清鉄量にの減少が認め られ,鉄 欠乏性貧血で

あ ると云われ るに至つた.こ の事に関 し最近

中尾41)は鉤 虫性 貧血の成因に関 し鉄代謝を検

討 して,本 症は純 枠の鉄 欠乏性貧血 とは云い

切 れないが,そ の主要なる原因は鉄代謝 異常

に して,造 血に必要な鉄の欠乏 にある事 は疑

う余地な く,毒 素或いは出血が生体の鉄 代謝

に及ぼす影響を追及せ ざる限 り本貧血の本態

は不明 な りとしている.此 の点,教 室平木教

授 及び米谷45)らは犬及び家 兎を用 いて広 範な

実験 を行い,鉤 虫感染に際 しては血清鉄は網

内系に抑溜貯蔵 され,そ の動 員が阻止 され る

為血清鉄量の減少を 来た し,又 同時に骨髄に

於け る血球生成に際 し,血 色 素合成への鉄の

利用 も障碍 され る事に依 り貧血の発現を見る

と云 い,更 に此の事は網内系填塞家 兎では貧

血の発現を見ない点 より更に確め得 たるもの

で あると述べてい る.余 の実験に於ては鉤 虫

感染に より網内系機能は 著明 な る亢 進 状 態

を示 したが,之 は第1編 に 述べ た如 くHeil

meyer9)の 云 う感染症時 の網 内系機 能亢進 と

同様の ものであ り,従 つて網内系の鉄抑溜が

亢進す るばか りで な く,網 内系の貯蔵鉄 の動

員 も阻止 され,更 に骨髄 に於け る鉄の利用障

碍等に より貧血の発生を見るので あろ う.又

米 谷46)は釣 虫犬に於て,長 期に亙 りその血清

鉄 量の消長を観察 して,駆 虫せざる限 り貧血

恢復並に血清鉄量の正常化は行 われない と云

つてい るが,余 の例に於 て も同様 の事を認め

た.然 し乍 ら,駆 虫 と骨髄埋没 とを併用せ る

群 に於ては,貧 血恢復後更に鉤 虫感染前 より

も増血せ るを認めた.之 は駆虫に より鉤 虫の

催 貧血性物質が消失 し,網 内系の鉄抑溜作用

が除かれ ると共に貯蔵鉄の動員 も円滑 とな り,

又造血臓器を刺戟 し,血 球生成機能の盛ん と

なつた為 と考 えられ る.

第5章　 結 論

各種実験的貧血動物に家兎赤色骨髄Prokg.

 0.5gを 大腿筋膜下に埋没 し,貧 血恢復の促進

機転な血清鉄量 の消長 と網内系機能の両面 よ

り観察 し,次 の結果を得た.

1.　 骨髄 埋没は貧血恢復を促進 し,其 の際

血清鉄 量は 減少 し,網 内系機能は 亢 進 す る

か,或 いは低下 した機能はその恢復を促が さ

れ る.

2.　一 般に血清鉄 量の正常値へ の恢復は貧

血の恢復 よりも時 期的に遅れ るものである.

3.　 コラルゴール貧血犬では血清鉄量は著

るし く増加す る.

4.　 釣 虫性 貧血に於け る網内系機能は著明

に亢進 し,骨 髄 埋没のみでは貧血恢復せず,

駆 虫に依 り初めて貧血の恢復 をみ る.又 骨髄

埋没 と駆虫 とを併用す る時は貧血恢復後 も暫

しの間は更に増 血を続け る.

即 ち諸種実験的貧血動物に於て も適量の骨

髄 を埋没す る時は貧血の恢復が促進 され ると

共に,之 は鉄代謝 並に網内系機能 と密接な関

係にあ る事 を認 めた.

稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導と御校閲を

賜わりたる恩師平木敎授に深甚の謝意を表すると共

に,大 藤助敎授の御校閲と御援助に深謝す.
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Experimental and Clinical Study on the Bone Marrow Transplantation.

Part2: The Co-relation between the recovery of experimental

 anemia due to bone marrow transplantation, iron metabolism

 and function of reticuloendothelial system.

By

Takuya OKANO

By inducing anemia in animals by such means as; blood-letting, phenylhydrazin in

jection, benzol injection, X-ray irradiation, kollargol injection, or anchylostoma; then, by

 performing Prokg. 0.5g bone marrow transplantation for those animals, obtatined results as

 follows:

1) The bone marrow transplantation has power to stimulate recovery from anemia; on

 that time, serum iron quantity proves a decrease, while function of reticuloendo-
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thelial system proves either excessive, or in case showing low, has room to be

 stirred up to recovery.

2) In general, the recovery of serum iron quantity to normal value is apt to be delayed

 compared to that of anemia

3) In kollargol anemic dog, the quantity of serum iron shows a marked increase.

4) The function of reticuloendothelial system with anchylostoma anemia shows a re

markable excitement, anemia cannot be recovered by sole bone marrow transplan

tation: it has not been recovered until helmintics has been employed; In case bone

 marrow transplantation and helmintic use have been performed at the same time,

 the blood cells keeps on to increase even after the recovery . of anemia.


